
 やかげ学 

● 「やかげ学」の流れ  総合コース2年生～3年生   毎週木曜日 5時間目～７時間目 

やかげ学・まち講座 
 
 
 
 
  
矢掛町の各分野の専門家
を講師としてお招きし、町
のことを教えていただき
ます。 （地域ビジネス科と
一緒に受講） 

春 夏 秋 冬 

やかげ学・施設実習 
 
 
 
 
  
自転車に乗ってそれぞれの施設へ向かいます。 
各施設では職員の方にご指導いただきながら、
それぞれの仕事のお手伝いをしていきます。
高校に帰ってきたらその日の仕事内容をレ
ポートし、改善点や反省点を振り返ります。 

やかげ学発表会 
 
 
 
 
  
2年間の「やかげ学」で
の学びを整理し、矢掛文
化センターで矢高生、施
設職員、町民の方等に向
けた発表会を行います。 

● 「やかげ学・まち講座」での学び  2年生・春 

 「やかげ学」では、まず「矢掛の町」を知ることから始めます。矢掛町役場の方や福祉施設の方など、矢掛町で働

かれている方たちを講師としてお招きし、一学期間、様々な角度から矢掛の町について教えていただきます。地

域の方々がどんな想いで町を創り上げられてこられたのか。町づくりの基本姿勢を学びます。 

 また、実習先では多くの大人たちに交じって活動をしていきます。きちんとした大人の対応が出来るよう、挨

拶や配慮など、社会人としてのマナーも同時に身に付ける訓練をします。 

 

 

 

 

 

 

 総合コース「やかげ学」の受講者は、２年生一学期の終わりにはそれまでの「まち講座」での学びの成果を確か

めるために「やかげ学テスト」を受験します。テストの結果は各自が志望する施設決定にも影響していきます。 

春 夏 秋 冬 

（2年生） （３年生） 

● 「引き継ぎ会」での学び  2年生・夏＋3年生・夏 

引き継ぎ会 
 
 
 
 
 
  

一年間の実習
を終えた先輩
から、各施設の
仕事内容等を
聞き取ります。 

「やかげ学・まち講座」一覧 
 

01 やかげ学とは    
02 マナー講座 
03 矢掛の町づくり 
04 矢掛の観光 
05 矢掛の農業 

06 矢掛の歴史文化 
07 矢掛の福祉 
08 施設選択について 
09 施設選択・作文 
10 施設発表・自己紹介 

 2年生の2学期からいよいよ「施設実習」が始まります。そこに向けての準備が夏に行われます。先輩からの「引

き継ぎ会」がそれです。自分が通う予定になっている施設では、どんな仕事が待っているのか。既に一年間の実

習を終え、その施設での仕事内容や職員の方のことなど、多くを知っている３年生から直接情報をもらいます。

心配や不安に思っていることも、先輩の説明を聞き、先輩への質問をしていくことで安心に変わっていきます。 



● 「やかげ学・施設実習」での学び  2年生・秋～３年生・夏 

● 「やかげ学発表会」での学び  3年生・秋冬 

 2年生２学期からいよいよ「施設実習」が始まります。昼休みのご飯を食べたら、さっそく施設ごとの班に分か

れて出発！名札と体操服が「やかげ学・施設実習」のユニフォームです。 

 小学校、子ども園、高齢者施設、図書館、フルーツトピア。現在、矢掛高校は町内の１３施設と「やかげ学」の協定

を結んでいます。生徒はそれぞれ毎週木曜日の午後、同じ施設に一年間通い続けます。施設職員の方々が指導

者として現場の仕事を教えてくださいますので、自然に職員の方とは師弟関係が育まれていきます。高校の外

にも、私たちを見守り育ててくださる方が存在するということは、とても心強いことですね。 

  ＜小学校＞       ＜子ども園＞     ＜高齢者施設＞     ＜図書館＞    ＜フルーツトピア＞ 

 3年生の夏まで「施設実習」を続け、その仕事を後輩たちに引き継いだ後には、１２月の「やかげ学発表会」に向

けて自分たちの活動の振り返りと整理を行っていきます。当初の目標は達成できたのか？チームでの動きはど

うだったか？施設での仕事の課題と改善策はどこにあるのか？自分にとって「やかげ学」とは何だったのか？時

間をかけて体にしみ込ませた学びを話し合いながらまとめていくことで、多くの発見が生まれてきます。 

 12月の「やかげ学発表会」では、町の「やかげ文化センター」の大舞台に立ち、矢高生、施設の方、地域の方へ

メッセージが届けられます。お世話になった方々への感謝と共に、これからの自分への新たな決意が語られます。 

● 「やかげ学」の感想 

私は矢掛小学校へ実習に行きました。実習
で児童たちとふれあい、小学校の先生方の
授業を見ているうちに、自分もこんな先生
になりたいと思うようになりました。私に
とって「やかげ学」は、将来の夢や目標を見
つけられる授業でした。（木之子中出身） 

僕は「やかげ学」を体験したくて矢掛高校に入
りました。実習施設はフルーツトピアを選びま
した。実習では果物を育てるという普段やっ
たことがない活動をしましたが、一つ一つの
作業がとても大切で、改めて食べ物について
の見方も変わりました。（真備東中出身） 
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